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2023 年 7 月 13 日 

各 位 

会 社 名  アステナホールディングス株式会社 

代 表 者 名  代 表 取 締 役 社 長  岩城 慶太郎 

（コード番号 8095 東証プライム市場） 

問 合 せ 先  常 務 執 行 役 員  門 倉 稔 

（TEL.03-3279-0481） 

 

特別損失の計上及び連結業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

当社は、2023 年 11 月期第 2 四半期において、下記のとおり特別損失を計上いたしました。そ

のため、2023 年 1 月 13 日に公表いたしました 2023 年 11 月期第 2 四半期（累計）連結業績予想

値と本日公表の実績値に差異が生じましたので、以下のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 特別損失の計上 

当社の連結子会社が保有する投資有価証券の一部について、取得価額に比べて時価が著し

く下落したため、減損処理による投資有価証券評価損 216 百万円を特別損失に計上いたしま

した。 

 

2. 2023 年 11 月期第 2 四半期（累計）連結業績予想数値と実績値との差異 

（2022 年 12 月 1 日～2023 年 5 月 31 日） 

  （単位：百万円）

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する四半

期純利益 

1 株当たり 
四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 25,500 270 280 20 0 円 51 銭 

今回実績（Ｂ） 26,857 208 283 △227 △5 円 78 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） 1,357 △62 3 △247 ― 

増減率（％） 5.3 △23.0 1.1 ― ― 

（ご参考）前年同期実績 
24,934 720 835 932 23 円 33 銭 

（2022 年 11 月期第 2 四半期）
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3. 連結業績予想数値と実績値に差異が生じた理由 

売上高、営業利益及び経常利益につきましては、前回発表予想との大きな差異は生じてお

りませんが、上記の「1．特別損失の計上」のとおり、投資有価証券評価損を計上したこと

により親会社株主に帰属する四半期純利益が前回発表予想を下回る結果となったものです。 

 

※本資料に記載されている業績予想などの将来に関する記述は、当社が現在入手している情報お

よび合理的であると判断する一定の前提に基づいて作成しております。実際の業績などは、今

後様々な要因によって大きく異なる結果となる場合があります。 

 

以 上 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

企画財務部 

TEL：03-3279-0564 

 


